
広
島
大
学
文
書
館
、
総
合
博

物
館
、
医
学
部
お
よ
び
原
爆
放

射
線
医
科
学
研
究
所（
原
医
研
）

の
所
蔵
資
料
を
も
と
に
、
原
爆

投
下
の
広
島
で
実
相
究
明
に
取

り
組
む
広
島
大
学
医
学
部
お
よ

び
原
医
研
の
科
学
者
た
ち
が
取

り
組
ん
だ
始
動
期
の
軌
跡
・
活

キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙

 

広
島
大
学
原
爆
死
没
者
追
悼
式

 

お
よ
び
広
島
大
学
平
和
企
画
を
実
施

被
爆
か
ら
74
年
を
迎
え
、本
学
で
は
８
月
６
日
（
火
）
に
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
広
島
大
学
原
爆
死
没
者
追
悼
式
」
お
よ
び
「
広

島
大
学
平
和
企
画
」
を
実
施
す
る
。
広
島
大
学
平
和
企
画
で
は
、
被
爆
の
記
憶
の
継
承
と
音
楽
に
よ
る
平
和
発
信
を
目
的
に
被
爆

樹
木
等
で
制
作
し
た
バ
イ
オ
リ
ン
の
お
披
露
目
、
学
生
に
よ
る
平
和
祈
念
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
と
の
意
見

交
換
、
特
別
講
義
な
ど
を
行
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
通
し
て
平
和
を
考
え
る
。

  

原
爆
投
下
の
広
島
で
実
相
究
明
に

  

取
り
組
む
科
学
者
た
ち
の
軌
跡

▼
原
爆
死
没
者
追
悼
式

【
日
時
】
８
月
６
日  

10
時
開
式

【
場
所
】
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内　
広

島
大
学
原
爆
死
没
者
追
悼
之
碑
前

▼
平
和
企
画

【
日
時
】
８
月
６
日  

10
時
45
分
～
13
時

【
場
所
】
東
千
田
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー

１
階BIBLA Senda

◇
第
Ⅰ
部
（
10
時
45
分
～
11
時
５
分
）

被
爆
樹
木
等
を
材
料
と
し
て
製
作
し
た

バ
イ
オ
リ
ン
の
お
披
露
目

被
爆
の
記
憶
の
継
承
と
音
楽
に
よ
る
平

和
発
信
を
目
的
と
し
て
、
被
爆
樹
木
等
を

材
料
と
し
た
バ
イ
オ
リ
ン
を
製
作
し
、
そ

の
お
披
露
目
と
演
奏
を
行
う
。

◇
第
Ⅱ
部
（
11
時
10
分
～
11
時
40
分
）

学
生
に
よ
る
平
和
祈
念
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

-

祈
り
、
そ
し
て
希
望-

本
学
教
育
学
研
究
科
の
音
楽
文
化
教
育

学
講
座
学
生
に
よ
る
演
奏
を
通
し
、
平
和

を
想
う
場
と
す
る
。

◇
第
Ⅲ
部
（
12
時
～
13
時
）

平
和
に
関
す
る
学
生
の
意
見
交
換
会

バ
イ
オ
リ
ン
を
囲
み
、
留
学
生
と
日
本
人

学
生
が
平
和
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
。

◇
平
和
セ
ン
タ
ー
特
別
講
義
（
13
時
～

14
時
45
分
） 

 「
平
和
と
は
何
か-

広
島
大
学
の
平
和

科
目
が
目
指
す
も
の
と
は
何
か
」

【
場
所
】
東
千
田
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー

３
階
講
義
室

【
講
師
】
川
野
徳
幸
教
授
・
平
和
セ
ン

タ
ー
長

言
語
：
日
英
・
日
仏
の
逐
次
通
訳

企画展示

2019年8/5㊊〜9/20㊎
広島⼤学医学部医学資料館

10︓00〜16︓00（⼟曜⽇・⽇曜⽇・祝⽇・夏季休暇⽇閉館） 広島⼤学霞キャンパス（⼤学病院前）

協⼒ 広島⼤学医学部 広島⼤学⽂書館 広島⼤学総合博物館
共催 広島⼤学原爆放射線医科学研究所 広島⼤学医学部

放射線災害・医科学研究拠点（広島⼤学・⻑崎⼤学・福島県⽴医科⼤学）
企画・製作

広島⼤学原爆放射線医科学研究所附属被ばく資料調査解析部

＜特別展⽰＞ 秀敬⽒調査ノート
1945年10⽉より広島⽂理科⼤学（現・広島⼤学）の地質学鉱物学教室の研究者
たちが広島の被爆地に⼊って調査を⾏ったが、そのとき⼤学院⽣の1⼈として同⾏したの
が秀敬⽒（のち広島⼤学名誉教授）であった。彼らの調査研究は原爆の放射線の線量
推定を検討するのに不可⽋であった。今回、医学だけではなかった広島⼤学のヒロシマへ
挑む姿の1つとして、この秀⽒の調査ノートをご紹介する。

̶広島⼤学医学部および原爆放射線医科学研究所での様相―

い ど

ひ で け い

原爆投下の広島で
実相究明に取り組む
科学者たちの軌跡

ヒロシマに挑む

動
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

ま
た
、
特
別
展
示
と
し
て
、
１
９
４
５

年
10
月
よ
り
広
島
文
理
科
大
学
（
現
・
広

島
大
学
）
の
地
質
学
鉱
物
学
教
室
の
研
究

者
た
ち
が
広
島
の
被
爆
地
に
入
っ
て
調
査

を
行
っ
た
活
動
を
示
す 

秀 

敬
氏
（
当
時

大
学
院
生
／
広
島
大
学
名
誉
教
授
）
の
調

査
ノ
ー
ト
を
紹
介
。
今
回
、
医
学
だ
け
で

は
な
か
っ
た
広
島
大
学
の
ヒ
ロ
シ
マ
へ
挑

　
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
９
月
14
日
（
土
）
開
催
の

「
未
来
博
士
３
分
間
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

２
０
１
９
」
に
向
け
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
開
始
す
る
。

　
未
来
博
士
３
分
間
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

は
、
博
士
課
程
の
学
生
が
、
１
枚
の
ス
ラ

イ
ド
を
背
景
に
３
分
間
で
自
身
の
研
究
の

ビ
ジ
ョ
ン
や
魅
力
を
中
高
生
を
含
む
一
般

の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
広
島
大
学
、
山
口
大

学
、
徳
島
大
学
が
連
携
し
て
実
施
す
る
も

 　
研
究
科
設
置
記
念
式
典
を
開
催

　
　
　
　
　
　

統
合
生
命
科
学
研
究
科
、
医
系
科
学
研
究
科

４
月
１
日
に
設
置
し
た
大
学
院
統
合

生
命
科
学
研
究
科
・
大
学
院
医
系
科
学

研
究
科
の
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会

を
、
７
月
20
日
に
広
島
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
し
た
。河
村
建
夫
衆
議
院
議
員
、

平
口
洋
衆
議
院
議
員
、
新
谷
正
義
衆
議

院
議
員
を
は
じ
め
、
玉
上
晃
文
部
科
学

省
大
臣
官
房
審
議
官
、
松
井
一
實
広
島

市
長
、
高
垣
広
徳
東
広
島
市
長
ほ
か
関

係
の
方
々
に
出
席
い
た
だ
い
た
。

記
念
式
典
で
、
越
智
学
長
は
大
学
院

統
合
生
命
科
学
研
究
科
・
大
学
院
医
系

科
学
研
究
科
の
設
置
を
含
む
11
研
究

科
再
編
の
概
要
を
説
明
し
「
１
０
０
年

後
に
も
世
界
で
光
り
輝
く
大
学
と
な

る
た
め
、
構
成
員
が
一
丸
と
な
っ
て
引

き
続
き
大
学
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
支
援
を
募
集

い
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
２
０
１
８
年
に
ノ

ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た

本
庶
佑
氏
（
京
都
大
学
高
等
研
究
院
副

院
長
・
特
別
教
授
）
を
招
き
、「
獲
得

免
疫
の
驚
く
べ
き
幸
運
」
と
題
し
て
講

演
会
を
開
催
し
た
。
会
場
に
は
、
高
校

生
を
含
む
約
４
０
０
人
が
集
ま
り
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
た
。

の
で
、
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
学
生

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
ア
ピ
ー
ル

力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
中
高
生
や

社
会
一
般
の
博
士
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
頂
く
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
て
寄
附
金
を
募
り
、
若
手
研

究
者
の
活
躍
を
地
域
社
会
全
体
で
応
援
す

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
次
の

と
お
り
募
集
す
る
。

　
【
実
施
期
間
】
７
月
19
日
（
金
）
～
９

月
８
日
（
日
）　
【
目 

標 

額
】
１
５
０
万

円
【
形
式
】
寄
付
型
・
オ
ー
ル
イ
ン
型　

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　
未
来
を
拓
く
地
方

協
奏
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
協
議
会
事

務
局　
（
広
島
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
若
手
研
究
人
材
養

成
担
当
）　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
２
｜
４
２
４

｜
２
０
５
８

む
姿
の
一
つ
と
し
て
、
原
爆
の
高
精
度
な

線
量
推
定
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
調
査
ノ
ー

ト
の
特
別
展
示
を
行
う
。
入
場
無
料
。

【
日 

時
】
8
月
5
日
（
月
）
～
9
月
20

日
（
金
） 

10
時
～
16
時

※
休
館
日
：
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・

夏
季
休
暇
日
（
8
／
13
～
8
／
15
）

【
会 

場
】
霞
キ
ャ
ン
パ
ス 

医
学
部
医
学

資
料
館（
広
島
市
南
区
霞
１
｜
２
｜
３ 

）

　
　
　
　
　

未
来
博
士
３
分
間
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
１
９

　
　
　

令
和
２
年
１
月
か
ら
実
施

（記念式典・祝賀会の様子）

令和元



情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

    

研
修
を
実
施
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● 

締
結
し
た
協
定

【
大
学
間
国
際
交
流
協
定
】

▼
山
東
科
技
大
学
（
中
国
）
／
令
和
元
年

５
月
28
日　
▼
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
自
治
大

学
（
メ
キ
シ
コ
）
／
令
和
元
年
６
月
19
日　

８月６日 （火）

８月８日 （木）

８月２０日 （火）

８月２１日 （水）

８月２３日 （金）

８月２７日 （火）

９月５日 （木）

９月１７日 （火）

９月２０日 （金）

１０月１日 （火）

１０月２日 （水）

１０月１４日 （月）

１０月１５日 （火）

…原爆死没者追悼式

…夏季休業 （～９／３０）

…オープンキャンパス

…職員定期健康診断 （三原地区）

…職員定期健康診断 （福山地区）

…経営協議会

…教育研究評議会

…秋季学位記授与式

…秋季入学式

…第３ターム授業開始

…フェニックスリレーマラソン

…教育研究評議会

広
島
大
学
基
金
寄
附
者

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
19
回
／
８
月
５
日
（
月
）
は
平
和
セ

広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス

８
月
の
放
送

（
広
島
Ｆ
Ｍ
）

▼
穐
丸　

壽
美　

様

▼
伊
藤　

嘉
彦　

様

▼
犬
田　

隆　

様

▼
医
療
法
人S.R.C.

中
光
整
形
外
科

　

リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長　

中
光　

清
志　

様

▼
医
療
法
人
エ
ム
・
エ
ム
会

　

理
事
長　

白
川　

泰
山　

様

▼
医
療
法
人
お
ち
眼
科
医
院

　

理
事
長　

越
智　

温
子　

様

▼
医
療
法
人KO

C

金
谷
整
形
外
科

　

ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

金
谷　

篤　

様

▼
医
療
法
人
社
団
楓
会　

林
病
院

　

理
事
長　

林　

淳
二　

様

▼
医
療
法
人
社
団
慈
恵
会

　

い
ま
だ
病
院

　

院
長　

大
杉　

健　

様

▼
医
療
法
人
社
団
仁
慈
会

　

理
事
長　

安
田　

克
樹　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ス
マ
イ
ル

　

博
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

髙
杉　

啓
一
郎　

様

▼
医
療
法
人
社
団
清
流
会

　

理
事
長　

永
井　

賢
一　

様

▼
医
療
法
人
社
団
マ
ッ
キ
ー

　

理
事
長　

松
木　

啓　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ま
り
も
会

　

理
事
長　

平
松　

廣
夫　

様

▼
医
療
法
人
昭
和

　

原
田
整
形
外
科
病
院

　

理
事
長　

原
田　

昭　

様

▼
医
療
法
人
せ
い
ざ
ん
青
山
病
院

　

院
長　

大
村　

泰　

様

▼
医
療
法
人
た
ん
ぽ
ぽ
会　

様

▼
医
療
法
人
微
風
会

　

ビ
ハ
ー
ラ
花
の
里
病
院

　

会
長　

和
泉　

一
子　

様

▼
医
療
法
人
明
笑
会

　

理
事
長　

安
本　

正
徳　

様

▼
内
木　

恵
子　

様

▼
遠
藤　

進　

様

▼
大
賀　

裕
見
子　

様

▼
大
谷　

美
奈
子　

様

▼
岡
田　

賢　

様

▼
織
田　

悦
爾　

様

▼
小
田　

弘
明　

様

▼
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長 

佐
々
木
直
義 

様

▼
越
智　

光
夫　

様

▼
株
式
会
社
紀
陽

　

代
表
取
締
役
社
長

　

寒
川　

起
佳　

様

▼
株
式
会
社
総
合
広
告
社

　

代
表
取
締
役
副
会
長

　

坪
井
高
義　

様

▼
株
式
会
社
ダ
イ
ク
レ

　

代
表
取
締
役
社
長　

山
本 

浩 

様

▼
株
式
会
社
に
し
き
堂

　

代
表
取
締
役　

大
谷　

博
国　

様

▼
株
式
会
社
日
本
ク
ラ
イ
メ
イ
ト

　

シ
ス
テ
ム
ズ

　

代
表
取
締
役
社
長 

松
尾
則
宏 

様

▼
株
式
会
社
バ
ル
コ
ム

　

代
表
取
締
役　

山
坂　

哲
郎　

様

▼
株
式
会
社
広
島
マ
ツ
ダ

　

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

　

松
田　

哲
也　

様

▼
株
式
会
社
や
ま
だ
屋

　

代
表
取
締
役　

中
村 

靖
富
満 

様

▼
川
田　

和
德　

様

▼
河
部　

史
朗　

様

▼
岸　

宏
一　

様

▼
協
同
出
版
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

小
貫 

輝
雄　

様

▼
郷
原　

正
好　

様

▼
近
藤　

雅
美　

様

▼
坂
下　

勝　

様

▼
佐
藤　

崇
文　

様

▼
佐
藤　

利
行　

様

▼
杉
原　

敏
彦　

様

▼
高
森　

吉
守　

様

▼
戸
田
工
業
株
式
会
社

　

取
締
役
社
長　

寳
來　

茂　

様

▼
中
家　

さ
お
り　

様

▼
中
村　

米
市　

様

▼
広
島
日
野
自
動
車
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

上
野　

孝
史　

様

▼
藤
本　

吉
範　

様

▼
丸
山　

博
文　

様

▼
御
藤　

善
子　

様

▼
皆
本　

仁
美　

様

▼
屋
敷　

太
郎　

様

▼
吉
岡　

聖
起　

様

本
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
霞
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
８
月
20
日
（
火
）・
21
日
（
水
）、

東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
経
済
学
部
夜
間
主

コ
ー
ス
）で
は
21
日（
水
）に
開
催
す
る
。

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
参
加
者
の

参
加
目
的
に
応
じ
て
次
の
Ａ
～
Ｅ
の
５
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る
。
昨
年
に
引
き

続
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
「
広
島
大
学
を
知

る
」
に
つ
い
て
は
サ
タ
ケ
メ
モ
リ
ア
ル
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
越
智
学
長
の
講
演
と
高

大
接
続
・
入
学
セ
ン
タ
ー
教
員
に
よ
る
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
今
年
度

新
た
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ
と
し
て
、「
英
語

に
よ
る
授
業
体
験
」
を
実
施
す
る
。

Ａ
：
広
大
を
様
々
な
視
点
か
ら
解
説
し

て
、本
学
の
概
要
や
特
長
を
紹
介
す
る「
広

島
大
学
を
知
る
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｂ
：「
大
学
で
の
学
び
と
は
何
か
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
高
大
接
続
・
入
学
セ

ン
タ
ー
教
員
が
模
擬
授
業
を
行
う
「
英
語

に
よ
る
大
学
の
授
業
に
触
れ
て
も
ら
う
」

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
！

プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｃ
：
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
や
何
で
も
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
学
生
に
よ
る
「
広
大

生
と
ふ
れ
あ
う
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｄ
：
学
部
・
学
科
の
教
育
・
研
究
内
容

や
入
試
方
法
な
ど
を
紹
介
す
る
「
学
部
の

特
色
を
感
じ
る
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｅ
：
総
合
博
物
館
や
放
射
光
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
、
学
生
プ
ラ
ザ
（
留
学
相
談
、

入
試
相
談
、
障
害
の
あ
る
高
校
生
の
た
め

の
個
別
進
学
相
談
会
等
）
な
ど
、
様
々
な

研
究
・
学
生
支
援
施
設
を
訪
ね
て
「
施
設

を
見
る
・
相
談
す
る
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
例

年
延
べ
３
万
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
地
域

社
会
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
の
美
化
、
駐
車
場

の
確
保
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

（
五
十
音
順
）

※
６
月
17
日
か
ら
７
月
17
日
ま
で
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
、公
開
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ

い
た
方
を
掲
載
。給
与
控
除
に
よ
る
分
割
寄

附
の
方
は
、初
回
控
除
の
時
の
み
掲
載
。

ン
タ
ー
の
川
野
徳

幸
セ
ン
タ
ー
長
、

第
20
回
／
８
月
19

日
（
月
）
は
高
大

接
続
・
入
学
セ
ン

タ
ー
の
杉
原
敏
彦

セ
ン
タ
ー
長
が
出

演
予
定
。　
　
　

　
中
高
生
に
向
け

て
、
広
島
大
学
の

魅
力
に
加
え
、
自

身
の
学
生
時
代
や

研
究
内
容
な
ど
を

語
る
。

教
職
員
を
対
象
と
し
た
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
、８
月
23
日
（
金
）、

９
月
９
日
（
月
）、
13
日
（
金
）、
お

よ
び
24
日
（
火
）
に
開
催
す
る
。

本
研
修
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
意
識
の
向
上（
Ａ
コ
ー
ス
）

お
よ
び
知
識
の
習
得
（
Ｂ
コ
ー
ス
）

を
目
的
と
し
、
２
０
１
２
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
毎
年
内
容
を
更
新

し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
Ａ
コ
ー
ス
「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
」
お
よ
び

Ｂ
コ
ー
ス
「
大
丈
夫
？
あ
な
た
の
パ
ス

ワ
ー
ド
、も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
お

よ
び
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
両
コ
ー
ス
を

各
６
回
実
施
す
る
。

特
に
、
本
研
修
に
一
度
も
参
加
し
た

こ
と
の
な
い
方
に
は
必
ず
参
加
い
た
だ

き
た
い
。

研
修
の
申
し
込
み
は
、
各
部
局
等
総

務
担
当
へ
。
多
数
の
参
加
を
望
む
。

詳
細
は
「
い
ろ
は
→
【
学
内
】
イ
ベ

ン
ト
、研
修
等（
学
内
開
催
、本
学
主
催
）」

に
掲
載
。(

８
月
上
旬
予
定)

　

 

豪
雨
災
害
調
査
団
の

　
　
最
終
報
告
会
を
開
催

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
調
査
団
の

最
終
報
告
会
を
7
月
5
日
に
東
千
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
。

越
智
光
夫
学
長
を
団
長
と
す
る
豪
雨

災
害
調
査
団
で
は
、
学
内
の
防
災
研
究

分
野
の
専
門
家
の
力
を
集
結
し
て
、
専

門
的
見
地
か
ら
調
査
を
進
め
て
き
た
。

調
査
団
の
調
査
結
果
の
一
つ
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
度
の
災
害
は
、
土

石
流
や
洪
水
氾
濫
な
ど
が
複
合
的
に
発

生
し
、
広
域
か
つ
深
刻
な
被
害
を
も
た

ら
す
従
来
な
か
っ
た
タ
イ
プ
の
災
害
、

す
な
わ
ち
『
相
乗
型
豪
雨
災
害
』
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

報
告
会
で
は
、
副
団
長
の
藤
原
章
正

教
授
（
国
際
協
力
研
究
科
教
授
／
生
活

イ
ン
フ
ラ
被
害
班
長
）
か
ら
豪
雨
災
害

調
査
団
の
１
年
間
の
活
動
の
総
括
を
行

な
っ
た
後
、
土
石
流
・
斜
面
災
害
班
は
、

土
田
孝
防
災
・
減
災
研
究
セ
ン
タ
ー
長

と
海
堀
正
博
総
合
科
学
研
究
科
教
授
、

水
文
気
象
・
洪
水
・
氾
濫
班
は
河
原
能

久
工
学
研
究
科
教
授
／
理
事
・
副
学
長
、

生
活
イ
ン
フ
ラ
被
害
班
は
塚
井
誠
人
工

学
研
究
科
准
教
授
、
公
衆
衛
生
・
医
療

班
は
大
毛
宏
喜
病
院
副
病
院
長
か
ら
、

各
班
の
活
動
を
報
告
し
た
。

調
査
団
は
こ
の
報
告
会
を
も
っ
て
解
散

し
、
そ
の
活
動
は
防
災
・
減
災
研
究
セ
ン

タ
ー
に
継
承
す
る
。

（挨拶をする藤原副団長（中央））


